
製造業における新産業技術の担い手育成・確保事業（伊那市委託事業）

『ものづくり現場の技術伝承』
～匠の技を未来へとつなぐ～

IT × ものづくり企業

特定非営利活動法人 長野県ITコーディネータ協議会

TEL & FAX 050-3488-2160 URL https://www.itc-nagano.jp/

●主催 ：伊那市 (新産業技術推進協議会スマート工業部会)

●事業受託者 ：特定非営利活動法人長野県ITコーディネータ協議会

●協力 ：長野県南信工科短期大学校、公益財団法人長野県テクノ財団伊那テクノ
バレー地域センター、公益財団法人上伊那産業振興会、伊那商工会議所、
伊那市商工会、伊那市有線放送農業協同組合

定員 ３０名

申込 ● Web登録により申込ください。

＜WEB登録＞ https://www.ina-city-iot-project.com/

アルラ

場所

●長野県伊那市荒井3428番地7

産業と若者が息づく拠点施設「allla（アルラ）」

（国道153号線沿い「桜橋西」が目印です。）

※会場での参加を原則としますが、オンラインでの参加も可能です。

●申込期限 ：令和3年8月27日(金) 17:00まで

●対象：【地域不問】【チーム・個人参加問わず】

ＩＴエンジニア、学生（大学・短大・高校等）、

ものづくりエンジニア、ICTスキルをお持ちの方、

上伊那地域のものづくり活性化に興味のある方

※応募多数の場合には、ICTスキルを有する方を優先させていただきます。

https://www.ina-city-iot-project.com/


10:00～17:00

♦ハッカソン実施
♦各チームの発表
♦審査・表彰式（予定） ※後日、審査員による評価・発表を行う可能性もあります。

13:00～17:00

♦ルール、及びテーマの説明、チームの構成（個人参加の方のみ）

♦ハッカソン実施
日目開催までの期間、チームにて活動をすることもあります。

スケジュール

＜最優秀賞＞
本取組を通じて、市内ものづくり事業者が有用と評価した案件のうち、最も優秀な案件に
対して、伊那市が実用化に向けた開発費等の支援※を行います。
また、実用化後に当該ツール・システムの市内企業への導入促進支援を検討します。
（※）令和３年度中に開発費（100万円以内）を含めた実用化プロジェクト支援を実施予定。

＜その他＞
市内ものづくり事業者や学術・研究機関が興味を示し、共同開発（実証フィールドの提供）
を申し出た案件があった場合には、市の規定に基づき、研究開発に関する補助金を交付
する場合もあります。

表 彰

What is “ハッカソン in 伊那”？
 今、ものづくりの現場では、「熟練技術者の技術を次の世代にどのように伝承していくのか」

が大きな課題になっており、昨年度開催した「アイデアソンin伊那」でも「ものづくり現場に

おける技術伝承」が提案されています。

 今回、２日間にかけて開催される｢ハッカソンin伊那2021｣では､ITエンジニアや学生の皆様が

チームを組み、ものづくり現場おける技術伝承にフォーカスしたハッカソンを実施します｡

 隠れた素晴らしいアイデアとIT活用法を発掘し､ものづくりにおける新たなプロトタイプを創り

出すことで現場の課題解決を目指します。

 参加同意書への同意

Web申込ページに掲載している参加同意書を確認いただき、同意の上でご参加ください。

 新型コロナ感染症対策
現地での参加を原則としますが、会場での参加が難しい場合はオンラインでの参加も可能です。
会場での参加者は、ご自身の体調管理には十分ご留意ください。37.5度以上の発熱および咳、鼻水等の通常と異
なる症状のある時は、現地での出席を控えてください。また、出席者はマスクの着用をお願いします。

 安全への留意
ご自身の安全には十分ご留意<ださい｡会場等における事故等災害については主催者側は一切責任を負いません。

 交通費の実費負担
参加料は無料ですが、交通費などの参加にかかる費用は各々(各社)でご負担<ださい。

 機密保持
本取組で知り得た他社の機密事項等を他に漏らすことを禁じます。

 イベント風景等の撮影のため、報道関係者が取材する場合があります。

主な参加条件等 （注意）主な参加条件以外はWeb登録の際にご確認ください。


